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視覚形成 における光=運 動の問題
吉 積 健
人々を恐怖に陥れている種々の公害を始めとしたこの きわめて厳 しい状況に直
面 して,現 代人は自らの進むべき道 を見い出せないで途方にくれる。そしてた
だ夢遊病者のようにさまようばかりである。それに対 して工学技術者達 は自ら
の方法論をより緻密にし,よ り拡大することによってそのことは解消 し得ると
主張するが,も ともと個別的でしかあ り得ない彼 らの方法論だけで,こ の複雑
に錯綜 した状況に置かれた現代人に,そ の生 きる方向を見い出させ,そ の不安
から免れさせる打開策 をもたらすことがで きるとい うことには疑問が残 る。 と
いうのは現代 においては,個 々の契機はすべて総体的な連関の中にあり,その
結果現時点で最も差 し迫 った問題は,こ の圧倒的 な状況の中からどのよ うにし
て同時的関係構造を見い出すかにかかわっているのである。そこではもはや従
来の科挙技術の追求方法だけでは到達 し得 ない様相 を呈 しているといえる。重
要 なのは,現代の複雑 きわまる世界を形成 している各契機間の相互作用をどの
ような価値体系のもとに再結合するかとい うことなのである。
さてdesignの領域はその発生の当初 より,生活空間をよ り快的なものへ と改
変 して行 くために,っ ねに生活契機の新 しい相互連関を見い出すことを目指 し
て来たが,そ の発展過程の中に,design独自の態度 とは生活の諸契機間の相
互関係 をどのように決定す るかにあることを明 らかにして来た。たとえば工業
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製品の設計 にせ よ,ま た建 築設 計 にせ よ,そ の中心的仕 事 はそれ らに作用 して
いるす べての諸契機 の相 互関係 をどの よ うに決 定す るかにあ るといえる。 この
よ うなdesignの態 度 を ます ます広い領 域 に拡 大 させ てい けば,そ れが この複
雑 に錯 綜 した現代状 況 を,そ のあ らゆ る契機 間 の新 しいdynamicな相 互 関係
へ と改変 し,現 時 点で の各契機 間の関係 のunbalanceを解消 で きるの で は な
い かと考 えられ る。
この ことはすで にLaszloMoholy-Nagyなど によって提 唱 されてい るにもか
かわ らず,一 般的 には,こ れ までのdesignの諸領域 ば,き わめて小 さな一 特
殊 分 野 の域 か ら脱 け出 る こ とはで きな か っ た とい える。designはど ん な
個 々の諸 契機 をも,常 に外 に向 って広 く開かれ た関 係構造 の中 に位置づ けて い
くとい う態度 を本来 的 にもって来 たに もか かわ らず,こ れ まで の ところでは そ
れは よ り広範 な領域 へ と充分 な効力 を及ぼす こ とは なかった とい える。 われわ
れの 日常生活 の身近 な問題 か ら,designの活 動 を徐 々 に及 ぼ して行 くこ一と自
体 には異 論 はないが,し か しなが らいっ まで もその小 さな世 界 か ら脱す る気 配
はな く,そ れだけがdesignの世界で あるかの よ うな印象 を一般 に与 えてい る
ことは反省す る必要 があろ う。今 日の よ り根源 的 な生 活空 間の 諸問題 を,de-
signの本来の活動能 力をもって処理 しよ うとい う意欲 を,designの領 域 に携
わる人 々はっね に保持 してい なければな らない ので あ る。
designの一専 門分野 としてのvisualdesignにお いて も,こ れ と全 く同 じ問
題 が与 え られて お り,さ らに上 に述べ たdesign領域 の発 展のためにも,visual
designを専門 とす る人々 がまず,その領域 が どのよ うな役 割 を この現代 的状況
において はたす ことがで きるのか とい う,積 極的 課題 を設定す る必要 があ ろ う。
"現代状況 にお ける visualdesignの課題"と 題 す る先 の理論分 科 会 での発 表
において も,こ の ことを論題 と していたので あるが,こ こでは それと同 じ観点
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のも とに,visualdesignの領域 にお ける視 覚形 成optischeGestaltungの
問題 を,と くに新 しい形成手段 と しての"光=運 動"に 焦点 を合 わせ なが ら,
L.Moholy-NagyおよびNicolasSchofferの思想 とその仕事 を中心 に考察 し
てい くことによ り,明 らか にしてい こ うと思 う。
ヴィジュァル ・デザ イ ン と視 覚 形 成
大 自然 に放 り出 された人類 は,圧 倒 的 な外的環 境 か ら降 りかかって来 るさま ざ
まな出来 事 を,自 らの 内的世界 の中 に関係 づ けて行 くことによ り,そ れ らを克
服 し,そ れ にも とつ いて新 しい生活へ と向 ってい ったので ある。人間 が人 間固
有の生活 を確保 す るため には,外 的諸契機 を一っ の体系 の中 に関係づ ける こと
が必要で あ り,そ の ことが一 つの世界観 の形 成過程 なので あ る。人間 が外的世
界 に積極 的 に働 きかけ るこ とにより,内 的世 界 も変 革 され,そ れ によって常 に
外的世 界 も新 しい関係 の中へ と再形成 され よ うとす る。 その過程 において さま
ざまな文化 の歴 史的発展 が跡 づ け られ るとい える。
しか しなが ら,産 業革命 以後 の科 学技術 の飛躍 的発展 によって,こ の外的世 界
は人 間 にとって きわめて不可視 的様 相 を帯 び,そ の中 に置 かれた現 代人 はその
外的世 界 を内的世 界 に還元す ることがで きな くなった。 ここに再 び現代 人 が自
らの生活 を確保 す るため には,な ん らかの方法 で その よ うな不可視 的世 界の 中
に自 らの存在 を見 い出 し,新 しく関係づ けられた世 界 を形 成す る必要 が あると
い える。
さて この現代 的課 題 に直面 して,visualdesignがどの よ うな役割 をはた し得
るか とい うことが,わ れわれの当面 の問題 とい える。GyQrgyKepesもその著,
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Structureinartandinscienceの中で,こ の現代状 況 の複雑 で 巨大 な 世
界 において,自 由で創 造的 な生活 を営 むため には,"わ れ われの視 覚 によって
認識 で きるよ うな調和 ある構造 を見 い出 し,新 しい眺望 に従 って われ われの生
活 を秩序 づ けね ばな らない"と 述 べてい る。 この よ うに現 代の外的世 界 に対 し
て積極 的 に取 り組 み,芸 術 的 な直観 力によ って,そ こ に新 しい社会構 造 を先取
し,そ れ を視覚的 な媒体 を通 して具体的 に表現 し,伝 達す るとい う役 割 を担 っ
てい るのが,visualdesignの領域 で あ ると考 え られ る。 現代 における外的世
界 は,も はや容 易 に把握 され るこ とので きない入 り組 んだ世 界で あ り,そ の よ
うな世 界 に位置す る現 代人 が 自らの存在 を確認 す るには,視 覚的言語 と しての
造形体 に頼 るこ とが最 も効果的で あ るとKepesは主張 す る。 この視 覚 的言語
としての造形 体 を媒体 と して,現 代 の基本 的構 造 を見 い出 し,そ こに新 しい生
活空 間のvisionを形 成 し,そ れ を視覚 的媒 体 を通 して表現 し伝 達す るこ とに,
visualdesignは役割 を担 ってい るとい える。
このよ うな意昧で のvisualdesignを,より確 固 と した もの に育 て上 げ,より
強 力な もの と して展 開 させ るため には,現 代状 況 におけ るvisualdesignのこ
のよ うな役 割 を再認識 し,そ の活動能 力の飛躍 的 な進展 を可能 にす る新 しい方
法論 を,こ こに確立 す るこ とが先決 であ ると思 われ る。そのため には まず,こ
の複雑 で常 に変化 しつつ あ る巨大 な現代状況 を敏感 に とらえ,そ れ によって明
解 なvisionを形成 す る過程 を,visualdesignの領域 では どの よ うに処 理 し
得 るのか とい う問題,す なわ ち視党形成optischeGestaltungの問題 を考察
してみ なければな らない。
これ までvisualdesignの領 域 にかか わ らず,designの活動領 域 の どれ も
が,そ の あま りにも個 々の些細 な問題 に接近 し過 ぎて いた ため に,日 常的 な生
活空 間全体 を見 わたす よ うなvisionの形 成 にまで到達 す ることはほ とん ど な
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かった といえる。 これまTのdesignの領域 の教育,研 究機関 において も,そ
の ような個別的 問題 に気 を とられ,単 に個 々の技巧的処理 だ けにと どまってい
た。 した がって視 覚形成 の問題 もそれ らの影 に隠 され,designの活 動 を行 う
にあた っての最 も基本的 な拠 りどころで ある ことが忘 れ られて いたよ うで ある。
この ために,designの領域 が一般 的 には一見 派手 に映 るにもかか わ らず,活
動 その ものは今 日的 な外 的環境 全般 の飛躍的発展 に比 べれ ば停滞 その もので あ
り,き わめてわず かな成 果 しかお さめて いない とい える。designの領域 が,
この現代 に課 せ られた任務 において最大の成 果 を達成 す るたあ にも,生 活空 間
全般 を見 わたすvisionの形成 とい う意昧 か ら,い ま一度 この視 覚形 成 の 問題
に積極的 に立 ち向 う必要 があろ う。
またこの次元 か ら,designならびにvisualdesignの問題 を考察 す るこ とに
よっては じめて,自 然科 学,人 文科学 な らび に工 学 などの他 の分 野 か らde-
signへの積極 的協 力が得 られ,そ こに現 時 点 において生 活空 間全般 に わた る
明確 なvisionを有す るdesign活動 が よp確 実 に展 開 され ることが 可 能 にな
ろ う。 その水準 にdesignない しvisualdesignの領 域 を高め なけれ ば,自 然
科 学,工 学 な どの他 の分野 の巨大 な研 究業績 も,こ の現代 的 な生活空 間の改善
に対 して はどの よ うな有効性 をも持 ち得ず,そ れ どこ ろか逆 に,わ れ われにと
って きわめて有 害 な ものへ と変 質 して しま う恐れ があ る。 この ような重大 な意
味 にお いて,visualdesignの領 域 をで きるだけ早 く,大 学の一研 究 分野 と し
て も確 立 し,そ こに視覚形成optischeGestaltungの有効 な方 法論 を体 系づ
けねばな らないで あ ろ う。
以上の観点 か ら,現 代 的 な視 覚形 成の 問題 をここで考察 しよ うとす るのであ る
が,ま ずL.Moholy-Nagyが,そ の問題 を中心 に取 り扱 ってい る彼 の著 作
"MalereiF'otografieFilm"の中 にそれ を探 ってみ よ う。
-56一
Moholy-Nagyによ る視 覚 形 成 の 問 題 把 握
LaszoM。h。ly-Nagyの"MalereiFotografieFilm"は,1925年にBauhaus
叢書 の第八巻 として その初版 が出版 されたが,彼 はこの著作 の 中で,今 われ わ
れが ここで考察 しなければな らない,現 代 の視 覚形 成optischeGestaltungの
問題 を把握 しよ うと してい る。彼 はその視覚形 成の手段 と して,こ れ まで顔料
がその 中心的位置 を しめていたが,こ れに代 る新 しい手段 として写真で扱 われ
るよ うな光の利用 を提 案 してい る。新 しい形 成手段 と して光 を使 用す るこ とに
よ り,わ れわれは この新 しい外的世界 を敏感 に把握 す る能 力 を獲得で きるとい
うので ある。 た とえば,写 真機 をは じめ とす る光 学機 器 の発 明 によ り,こ れ ま
で 肉眼の範囲 に束縛 されていた視覚世 界 が飛躍 的 に拡大 され,こ れまで とは違
った角度 か ら外的世界 を とらえることがで きるよ うにな り,そ れ によ って外的
世 界 をよ り客 観的 に関係 の中 にお いて把握 しよ うとす る見方 が導 かれ る と彼 は
考 える。 しか しなが ら,こ の よ うな新 しい形 成手段 に よる可能性 は,そ の当時
において充分 には活 用 されて いなカ・った ことを彼 は指摘 してい るので あ るが,
現時 点 において もそれ に関 しては大差 ない とい えるだ ろ う。GyorgyKepesも
M。holy-Nagyのこ 考 えを継承 し発展 させ,光 その もの を形成 手段 として,現
代 の生活空 間 に反映 させ ようとす る。
Moholy-Nagyは,視覚形成 にお いて はその時 代の最 も新 しい手段,っ ま り最
も現代 的 な手段 を活用す るこ とが絶対 で ある と考 え,事 実 新 しく発 明 された光
学 と専 門機器 は視 覚形成 に価値 ある刺 激 を与 えて いる と述 べ てい る。その よ う
な新 しい年段 の使用 とい う意 味 か ら,現 代 に可能 性 を もっ視覚形 成の領 域 と し
て,色 彩形成GestattungderFarbeと描写形 成GestaltungderDarste-
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llungの区別 を行 ってい る。色彩形 成 とは,"色彩 と明度の純粋 な関係"で あ り,
"それ は普遍妥 当的で
,気候,人 種,気 質,教 養 か らは独 立 して お り,bio-
1。gicalなもの に基礎 をおいてい る法則 性 の形 成で あ る"。 また描 写 形 成 とは
"具象 的 なもの と連 合内容 との関係"で あ り
,"そ れ は気候,人 種,気 質,教
養 に依 存 して お り,連 合,経 験 に基礎 を置 く法則性 の形成で あ る。 そこで はま
た組織 化,構 成 の補助 手段 と して,biologicalなもの に根 ざした形成要 因 が引
き寄せ られ る"。
とい うの は,"写 真 や映画 とい う機械 的正確 さをもつ方法 には,こ れ まで知 ら
れていた描写的絵 画 とい う手 によ る方 法 とは比 べ もの にな らないほどの,機 能
的 な描写 の ため の表現手段 がある。 これか らは絵 画は色彩 の純 粋 な形成 に係 り
合 うこ とがで き る0さ らに"色 彩形成(絵 画)の テーマ は色彩 その もので あ る
とい うこと。人 はそれ によって具 象的 な関係 な しに純 粋で原初 的 な,っ ま り形
成 され た表現 に達 す るこ とがで きるとい うこ とを,色 彩の純粋 な形 成は示 して
い る"と 説 明す る。写真 の出現 は この描写形成 の新 しい手段 と して,そ れを飛
躍的 に発 展 させ ることは明 らかで あるが,そ れ に対 して色 彩形成 も,写 真 をは
じめ とす る光学機器 の発 明の結果,顔 料 に代 る光 その ものの利用 によって無 限
の発 展 の可能性 をもち得 ることになる。描写形 成 が具象的世 界の組織化 の作 用
で あるの に対 し,色 彩形 成 とは具象的世 界 におけ るよ うな個別 的 なもの ,副 次
的 なものに妨 げ られ ることの ない抽象的形成 を意味 して いる。 点,線,面,色
彩 などの造形契 機 を感受 する ことは,人 間 にとって原初 的 なbiologicalな必
然性 なので あ り,こ の造形契機 の関係状 態 ない し緊張状 態のbiol。gicalなも
のに基 づ いた使 用は,こ の抽象 的 形 成 へ と導 か れるので ある。 彼 は,"ab-
stractofanartist"の中で も,造 形芸術 の抽象性 につ いて次 のよ うに述 べ る。
"抽象美術 は現代 の問題 を解 決す るだけで な く
,副 次的 な意 味 に妨 げ られ る
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ことな く,望 ましい未来の秩序 を投 影す る と私 は考 えた。習慣 的 に自然 か ら
出発 す れば,そ の避 けがたい内包 のため に副 次的 な意 味 を含 む ことが通例 で
ある。抽象美術 は よ り望 ま しい共同的 な人 間社会 に対応 す る視 覚的対応者 と
して,新 しい空 間関係 のtype,新しいformの発 見,新 しい視覚法則一基礎
的で単純 な一 を創 造す ると思 う0(参 ・2,P.76)
人は非具象的視 覚形 成 と具象 的視 覚形 成の双 方 によって,現 代 の生活空 間全体
を見 わたす よ うな関係構造 を把握 しなければ な らない わけで あるが,非 具象 的
形 成 それ自体 は,"そ の精神 的肉体的集 中に おけ る人間の最 高の表現 として,
formを決定 す る事象 の一時的 な真理 をこえて,biologicalな過 程へ と よ り広
く展 開せ ねば な らない"の で ある。
Moholy-Nagyは全人 間性 にあたるよ うな理 念 を,こ こでい うbiologicalなも
の に置 いてい るので あ るが,現 代人 がそのよ うな全人間性 を充分 に確保 す るた
め には,現 代状 況 の さまざまな個別的 問題 や一時 的問題 だ けに振 り回わ されず
に,そ れ らの次元 を越 えた ところで生活空 間全体 を見 わたす よ うな形成 を実現
す る必要 が あろ う。 ここにMoholy-Nagyのい う色彩形成 が必要 とされるので
ある。
事実,_こ れ まで のdesignの領域 にお いて は,ほ とん どが個 々の問題 を個 々の
閉鎖 的範 囲内で解決 しよ うとす るに とどまり,日 常の生活空 間全体 を貫 ぬ くよ
うなよ り開 かれた関係構 造 を把握 しよ うとす ることはまれで あった。 とくに産
業上 の営 利問題 がdesignの領域 にかかわって くる場 合,こ の よ うなdesign
の根本 的課題 は きわめて曖昧 なもの にな る危険性 が多分 にあった。 その よ うな
条件 が関与す る状況 において も,design本来 の活 動 を実践 し得 るた め には,
visualdesigner自身 がこの色彩形成 の手段 をよ り現代的 なものへ と発展 させ
るこ とによって,生 活空聞全体 を貫 ぬ く一 義的 な新 しい関係構造 を確 実 に把 握
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してお く必要 があ るといえよ う。次 にこの色 彩形 成の新 しい展開,す なわ ち動
的 な光反射装置 を新 しい手段 とす る色彩形 成の発展 の可能 性 を探 って見 よ う。
色 彩 形 成 か ら光 形 成 へ
技術革 命以後 の飛躍的 な工学技術 の発展 は,現 代 の生 活環 境 を目ま ぐる しく変
化 す るもの,急 速 な動 きを有す るもので満 た して い る。現代人 の生 活空 間全体
が この よ うな動 的 な契機 の相 互作用 か ら形成 されてい る とい えるだ ろ う。 した
がって現 代人 が この状況 の中で 自らの生活 を確保 す るた めには,動 的 な相互連
関性 の中 に生活 の諸契機 をすばや く同時的 に把握 す る必要 があ ると考 えられる。
現代人 には,こ の よ うな相互 関係 の中で把握 す る とい う,機 能 的 なセ ンス*が
必要 とされ るの で ある。電子工 学,情 報工学 の発 展 に よ り,ま す ます この傾向
は増大 し,こ の状況 に現代人 が積極 的 に立 ち向 うこ とがで きるため には,こ の
機能的 セ ンスを よ り厳 しく練磨 す る必要 があろ う。現代 人 の機能的 セ ンスの向
上の ため に,わ れ われはここに新 しい視覚形成 の発展 を意図せ ねばな らないと
いえる。
他方,新 しい技術 的手段 の発展 は,同 時 に新 しい形成領域 の出現 を もた ら した。
っ ま り,光 学機 器 や一般 の照 明機 器の開発 によ り,こ れ まで の顔料 による色 彩
形 成 は,反 射光 ない し投 射光 によ る動 的 な光形成 へ と発展 し,そ こに新 しい色
彩形 成 の可能性 が開かれ たとい える。
ThomasWilfredは,1905年に光 を使 った実験 を始 め,1920年頃 にはClavi-
luxと称す るオル ガ ンに似 た仕掛 をもっ映写 装置 によって,空 間的時間的 に色
光 を投射す るこ とを試み,そ れをLuminaと名づ けて い るが,彼 はそれを次の
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"新しい芸術 形態 がわれ われの時代 に生 れ た。 そ れは光 を唯一 の手段 とす る,
無 言の視 覚芸術 で ある。 この新 しい芸術形 態 は,Lumina乏名づ け られ る。
Luminaは古 い芸術 と同 じ く美 的表象で あ り,そ れ は装置,材 質 および技術
によって表現 され る。Lumina芸術家 は その構 成 を暗 やみの空 間 に展 開 す る,
動 くフ ォルム と色彩 の ドラマ と して あ りあ りと思 い浮べ る。 その映像 を他 の
ものに伝達 す るため に,彼 はそれを物質化 しな ければな らない。特別 に作製
された,鍵 盤 によ って コ ン トロール され る光発生 装置 の助 けを得 て,白 いス
クリー ンに投射 される二次元 の連続 と してそれ を果 す こ とに よって,彼 はそ
れ に着 手 しなければな らない。鍵盤 を操作 す るこ とによ り,彼 は白色光 を移
動 させ,光 に形 を与 え,色 彩 を添 える。 その結果,動 きと変 化 が充分 に滲 透
す るので ある8'(参 ・10,P.136)
MarcelBrionは,その著"ArtAbstrait"の中で,こ のWilfredのLumina
につ いて述 べてい るが,こ の作 品によって,形 態 と色 彩 とを時 間的空 間的 に結
合 させ る方法 は,無 限 の可能性 をもつ こ,とが明 らか になった として い る。Lu-
minaとい う光投 射装置 によ る形成 は,空 間 の征 服 に加 えて,時 間を征 服 して
お り,そ れは拡 が りと しての要素element-6tendueに,持続 として の 要 素
element-dureeを結 びつ けるとい うので あ る。
Bauhausにおいて も,こ の動 的 な光 形 成の先 駆 者 と して,Schwerdfeger,
HartwigおよびHirschfeld=Mackがあ げ られ るが,彼 らも反射光 と影 に よ
る動的 な光形成 に従事 し,色 光 を使 って の動的色 彩形成 にか な りの成功 をおさ
めた。KurtSchwerdfegerは1922年か ら23年にか けて それ を発展 させ,そ れ
に協 力 してLudwigHirschfeld=Mackが,《運 動,光,色 彩,フ ォル ム に
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よる総合》 を追 求 して い る。 このHirschfeld=Mackの仕 事 につ いて,L .
Moholy-Nagyは次の よ うに述 べて いる。
"運動 の中 に色彩面 の豊 かで繊 細 な変化 と予期 で きな
い転 調 を与 えたのは彼
が最初 で あ る。 それは プリズム によって操作可能 な,振 動 し,融 合 し,焦 結
す る面の運動 で ある。… …光線 が回転 し,透 徹す る中 に,光 とコン トロール
された運 動 の新 しい空 間的時 間的次元の深 さが絶 えず明 らかに され る。"
一方 ,こ の よ うな空 間的時 間的 な動 的色 彩形成 を実現 す ることにおいては,抽
象映画 を創始 したVikingEggelingの仕 事 が最 も重要 なもので あるとMoholy-
Nagyは指摘 してい る。Eggelingは,未来派 以後 は じめて,時 間の問題 とい う
これまでの美 学 をすべ て くつ がえす重要事 項 を広 く押 し進 め,科 学的 に厳密 な
問題 を打 ち立 てた としてい る。Eggelingの協 力者で あ ったHansRichterは,
当時 を回想 して次の よ うに述 べてい る。
"この発 見の なかば高遠 ななかば向 う見ず な雰囲気
の中で,わ れ われはこの
連続性 を活動 させっつ け るこ と,す なわ ちdynamicな緊張 を動的 に化する決
意 をした。…… その と きわれわれはdynamicなエネルギー を動的 な運 動 に表
現す るただ一 っ の方 法 があるこ とに気付 いた。つ ま りその方法 とはfilmに
よるもので あった0(参 ・7,P.144)
Eggelingはトリック撮影 によって,単 純 な線 的要 素 によって組 み立 て られ た
一連 の動 きをカ メラにお さめ,単 純 なもの か ら発展 す る複雑 なものを大 きさ,
速 さ,反 復,飛 躍 などにお ける発展 関係 を評 価す ることによ り視 覚 しよ うと し
たので あるが,そ れはまず最初 に色 彩関係 を与 え るので はな く,動 的空間 の分
節 を用 意す るもの で あった。 その後,HansRichterは時 間の要因 をよ り強
くきわだたせ,そ の結果,光 ・空 間 ・時間 の一 連 は動 的総合へ と近 づ いたので
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ある。 ここか ら展 開す る,光 反射装置 および映画 などによる色彩形 成 にっ いて,
Moholy-Nagyはその本質 を一連 の運動 の中で動 的 にさま ざまな造 形 契 機 を光
・空 間 ・時間の緊張 に高 めることで ある とす る。そ して次 の よ うにい う。
"ここに新 しく登場 して来 た時間の契機 とそのつ ね に拡大 してい く分節 は
,
観 る人 をよ り活動 的 な状態へ と高め る。それ を観 る人 は一 静止 的画像 に対 す
る瞑想 や,そ の 中 にはま り込 んで は じめて その活 動性 を得 る代 りに一 視覚 的
な事象 の制御 と同時 的関与 を遂行す る力 をほ とん ど倍加 す ることを強 い られ
る。動 的形 成 はその活動的衝動 にいわば新 しい生 活 の視覚 的契機 を即座 に容
易 に把握 で きる よ うに した。"
この よ うに動的 な光反 射装置 を手段 とす る色 彩形 成の新 しい展 開 が,き わめて
不可視 的 な構 造 を もっ 状況 に直面 した現代 人 に,そ の視覚 的契機 を媒 介 として
即座 にその生活空 間全体 を把握 するこ とを可能 にす る とMoholy-Nagyは考 え
るので ある。 ここに形 成 された現代人 の生 活空 間の ヴ ィジ ョンが,彼 の著作 名
で もある"Visi。ninMotion"を意味す る。 このVisioninMotionとは,創
造的行 為 としての同時的把握で あ り,関 係 の 中で見 る こと感 じるこ とそ して思
考す るこ とで あ り,そ れは首尾一貫 した全体 の中 に,単 独 な要素 を総合 し変化
させ るこ となので ある。現代 は生活 のあ らゆる契機 がっ ね に全体 の 中で動 的 な
相互連 関性 を有 して お り,そ こに現代人 が 自由で創 造 的 な生活 を営む ために は,
この よ うな関係 を同時 的に把握 す る鋭 いセ ンス,.っ ま り機能 的 なセ ンスが必要
とされる。光反射 装置 な どによる色彩形 成の新 しい展 開 は,こ の機能 的セ ンス
をます ます練磨 して行 く可能性 を有 してい る。Moholy-Nagy自身 も ユ920--30
年の間 に"Light-prop"と称 す るモ ー タで動 く光 反射装置 を実験 的 に製作 して
お り,そ れ によって光 と影 が織 りなす動 き と空 間関係 の総合化 の中に,現 代状
況 の相互連 関性 を把握 し,彼 の言 う"VisioninMotiQn"を形 成 したといえる。
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VisioninMotion,つま り空間的 ・時 間的把 握 にっ いて,Moholy-Nagyは次
のよ うに説 明す る。
"空間ない し空 聞 ・時 間的体験 は単 に例 外的 に能 力 をもつ人 の特権 で はない。
それは色彩,形 お よび音色 の体 験 と同 じく重 要 で一般 的 な,biologicalな機
能で あ る。そ の内包 は豊富で ある。 た とえば,そ れ は未来 の問題 と展 望 を把
握 し,わ れ われがすべての もの を関係 の中で見 ることに役立つ で あろ うとい
う望 み,再 び空 問 と時間 が不可分 にか らみ合 うよ うな,協 同作 業 と攻撃 に対
す る防御の正 しい概念 をわれわれ に与 えるで あろ うとい う望 み が ある。"(参・
3,P.266)
このよ うに人 が"関 係の 中で思考す る"と い うこ とを理解 し,そ れを実践 す る
ことがで きるよ うに奪れば,社 会的計画 とよ り良 き生活 が実現 されるで あ ろ う
とMoholy-Nagyは考 える。 まさにこのよ うな態 度 その ものが,さ ま ざ ま な
design活動の根底 になければ ならない共通基盤 で あ り,ま た先 に述 べ た現 代
人 に最 も緊 急 に迫 って いる課題 は,こ の現 代 の諸 契機 を関係の 中に思 考 し把 握
す ること,っ ま り時空 間において即座 に全体 の同時的把握 を行 うことなので あ
る。すべてのdesignの領域 は,常 にあ らゆる諸契 機 をその相 互 連 関性 の中 に
把握 し,そ れを一 っの開 かれたdynamicな関係へ と形 成す る活 動 とい えよ う。
そこにdesign独自の領 域 が成立 し得 るので ある。designerの手 にかかったも
のはすべて,ま たこのようなdynamicな時 間的 ・空 間的存在 を志 向 して い なけ
れ ばな らない。 いいか えれば,そ の諸契機の作 用 力をすべ ての生活 を決定す る
よ うな作用間の 関係へ と向け るもので なければ な らない とい える。
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新 し い 形 成 手 段 へ
NicolasScliSfferは,との よ うな空聞的 ・時 間的 な同時的 関係 把握 を 目指 し
て,現 代の科学技術 の最新 の成 果を導入 す ること によって,こ こにい う光形成
をよ り発展 的 な段 階へ と押 し進 めた とい える。彼 は1948年に光 を使 っての実験
的製作 を始 め,1956年にはPhilips社の協 力 を得 て,自 動制御装置 を備 えた動
的 な光 反射 装 置"Cysp1"を 完成 させ て い る が,こ の よ うな一連の光 斥
射装 置 に よ る実験 を通 して,luminodynamismと称 す る光形 成 の段 階 を経
て,新 しい空 問的 ・時 間的関係 把握 と してのchr。nodynamismの段 階へ と到
達 したの であ る。彼 は空 間的形 成 から光形成ぺ,光 形 成 か らより発展 的 な時空
間的形成へ の過 程 を段 階 に分 け,そ れ らをおのおのspatiodynamism,lumino-
dynamism,chronodynamismと呼ぶ。空間 のみ の構 成 によ るspatiodynamic
な研究 にもとず いて,次 の新 しい展開 が導 かれ る。つ ま り空 間の使用の後 に,
光 が1uminodynamismとともに現 われる。 そ こで は光 を投射 され た空 間 ない
し面 はすべて,構 造 のrhythmを強調す るよ うな魅 力的 な力を もつ よ うになる。
さらに時 間的契機 の よ り現代的 な介入 により,この発 展過程 は必然的 にchrono-
dynamismへと導 かれ る とい うのであ る。
"chronodynamicな作 品 は,一 言で い うと連続 的不 連続性continuousdis-
continuityであ る。た えず変化す るrhythmをもつ この全体 の多様 な映像 は,
それに もか かわ らず創作 者の意志 によって決 定 された空間構造 の質 を保 って
い る。結 合 された契機(空 間,光 および桿覚 の構造)は それ らの間 に,.空間
的 にも時間的 にも,前 もって決定 されて い るが修正 しうる関係 を有 して いる。
これ らの最初 の関係 は,全 般的 な意味,と くに美 的意味 の展 開 に影響 を与 え
るが,決 して量 的 には限定 しない。 この よ うに して不確定 性 が,予 見 し得 な
い組織 を もっ,無 数の継起的局面 を条件づ けてい る。chronodynamicな作品
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の持続的達 成 において,変 化 が,時 問 の介入 によ って,触 媒 的作用因 の役割
をはたす。 この過程 によ って,最 初 に厳密 に構 成 された確 実性 がその調和性
を伝 え残 してい る不確実性 を生 じる。 この最終 的 結果 は最初 の空 間的時 間的
構造 の成功 によって決定 され る。"
chronodynamismにおいて は,単 一の根源的 な構 造 か ら発 す る尽 きるこ との な
い映像 が,絶 えず美的 効果 を更新 す る。それ らは静 止的 なタイプの概念 と著 し
く異 なって,飽 和性 を避 けdynamicな社会 の必要性 に一致 す る。 このよ うに
NicolasSch6fferはより開 かれた相互 連 関 的構 造 の追求 を目指す。この開 か
れた関係構 造 は,時 間的構 造 を有す る作 品 において,外 的parameterの導 入
によ って可能 に され る。 この外 的parameterの介入 が,前 もって 決 定 され な
いanamorphoseを引 き起 す とい うので ある。つ ま りSchSfferにお いて は,＼
開かれた関係構造 はすべて,最 初 に与 えられ た厳密 性 と,時 間の介入 によって
もた らされた不確 定性 とい う,二 律 背反的 なものの相互 作用 によって引 き起 さ
れ るので ある。そ して この よ うなdynamicな契機(空 聞,光,時 間)に よる形
成 は,複 雑 な宇宙 的rhythmに関係 してい る。つ ま り宇宙 的rhythmにおい て
も,相 対性,不 連続 性 は極微 の旋 回運 動 をもっ機構 に よって生 じるとい うので
あ る。
現代 人 が この現代状 況 の中に,自 らの創造的生活 を確保 す るためには,ま ず そ
の諸契機 の関係構 造 を明確 に把 握 しなければな らない わけで あ るが,現 代人 の
外的状況 は一 時代 前 に比 べて ます ます複雑化 され緻 密化 され,さ らにその相互
に連 関す る領域 の拡大 を ます ますspeedupして いる とい える。この外的状況
を処 理 し得 るだ けの機能的 セ ンス とは,外 的状況 を形 成 してい る視 覚的契機,
聴 覚的契機 を単 に感受 す るだ けで な く,そ れ を記号 と して受 けとめ ることによ
って,よ り開 かれた新 しい生活空間全体 を貫 ぬ く関係構 造 を見通す能 力で あ る
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とい うことか ら,新 しい光形成 の発展過 程 には必然的 に,よ り現代的 な時 間概
念の導入 が要求 され るので あ る。
時間 を介入 させ てい る従来の視覚形成 の領 域の一例 と しては映画 があげ られ る
が,そ れはほ とん どの場 合,そ の あ らか じめ決定 されて い る時間構 造 に限定 さ
れが ちで あった。 それ に対 して,SchSfferの提 唱す るchronodynamicな作品
は,現 代 の科学 技術 の助 けを得て,薪 しい時間概念 を積極的 に導 入 しよ うと意
図す る。 そこで は外的 なparameterとの関係 を外へ外へ と拡大 してい く開 か
れた構造 を目指 している。最初 の厳 密 な構成 が この時間系列 を介 入 させ るこ と
によ り,常 に新 しい変化 を生 み出 し,そ こ に無 限 に開 かれたdynamicな関 係
構造 を形 成 して 行 くので あ る。 したが って このchronodynamicな作 品 を記号
的媒体 と して,わ れわれはよ り開かれた新 しい生活空 間の全体像 を形 成 し,創
造的 な生 活 に向 うための諸契機 間の一義 的展望 を可能 にす ると考 えられ る。
NicolasSchofferは,この新 しい運動 の概念 を導入 することによって,Moholy-
Nagyの色 彩形 成,光 形 成 をよ り発展 させ,し か もその限 界 を打 ち破 ろ うとす
る。Moholy-Nagyは,色彩形成 とはbiologicalなもの に基確 をおいてい る法
則 性の形成 で あ ると し,biologicalなもの を合理的 に解釈す ることによって,
そこに非合理性 の問題 を捨 象 したが,Schofferは,この よ うな新 しい運動 の概
念 を介入 させ る ことによって,さ らに非 合理性 と合理性 を媒 介 しよ うとす る。
SchSfferのchronodynamismから導 き出 され る関係構造 は,絶 えず新 しい変
化 を生み 出 して行 く開 かれた構 造で あ る。固定的 な世界観 からす れば,ま ず混
沌が あ り,そ の 中か ら秩序 を引 き出 ぞ うと した。っ ま り偶 然性 などの非 合理 的
側 面 を捨象 して い く中 に一 つの合理的秩序 を見 い出 そ うとす る。 これ とは全 く
逆 に,chronodynamismにお いて は,創 造 的直観 によって 最初 に前 もって決定
.:
された厳密 な基本 的構 造 があ り,そ れ らの相互作 用 が絶 えず新 しい変 化 を生 み
出す とい う運動 の過程 の中で,一 義的でdynamicな開 かれた 関係構造 へ と発
展 して い くわ けで ある。その よ うな運動 の中 に,偶 然性 な どの非合理性 が方向
づ け られてい く。っ ま り情報理論 の言葉 を使 えば,固 定 的世界観 におけ る秩序
化の過程 はっ ねにエ ン トロピーの減少 の方向 に進 んだ が,chronodynamismで
は全 く逆 に,エ ン トロピーを増 大 させ る方向 に開 かれた秩序世 界が形 成 されて
い くので あ る。 この よ うな運動 の過程の 中 に形 成 され る関係 構造 か ら新 しい生
活空間 が見わた されるが,そ れ は未来 の生 活 に向 って常 に開か れてい る,可 能
性 に満 ちたdynamicな全体 で あるといえ る。
ChristopherAlexanderは,従来の都市 デザ インの進 め方 を非難 して,"A
cityisnotatree"と述 べて いるが,ま さに都 市 をtree状の構 造 を もっ も
の と考 えること自体,そ れは固定的 な世 界観 におけ る秩序化 の過程で あ り,エ
ン トロ ピーの減少 の方 向 に進む,閉 ざされ た構造へ の秩序 化で あ るとい えよ う。
一方 ,chronodynamismから導 き出 され る都市 デザ イ ンは,そ れ とは逆 にエ ン
トロ ピー を増大 させ なが ら秩序化 して い く,開 か れた関係構造 を志向す るので
ある。現代 社会 がっ ね にエ ン トロピー を増 大 させ なが ら展 開す る,開かれたdy-
namicな様相 を呈 して いるこ とか ら見て も,未来 の生活 空間 を志 向するdesign
の諸活 動 はすべ て,こ の よ うな開 かれた秩序化 を 目指 す 必要 があ るとい えよ う。
CIAMの 都市デザ イ ンに向 う態 度 は,ま だエ ン トロピー を減少 す る方向 に秩序
化 を進 めよ うとす る固定 的世 界観 に根 ざ していた と考 え られ るが,TEAM10
以後の提 案 は,そ こに運 動の概 念 を導入 す ることによ って,絶 えず新 しい変化
を生 み出す現代社会 に対応す る,可 変 な開か れた都市 構造 を目 ぎして い るとい
えよ う。
以 上,色 彩形成 か ら光形成へ,光 形成 か ら新 しい時空 間的形 成へ と発展す る過
.・
程 を追 って来 たが,科 学技術 の進展 とともにます ます拡張 され,dynamicな様
相 を呈 して来 た社 会構 造 に,こ のよ うな視覚形成 の手段 の発展 過程 に即 した も
ので あ る。新 しい運 動の概念 が導入 された光反射 装置 によ る形 成 は,未 来 の生
活空間 のdynamicな関係構造 を志向す る記号的媒体 と して,わ れ われ に働 き
か け,そ れに よって創造 的 な生活 を獲得 し得 るだけの生活 の見 わた しをわ れわ
れは可 能 にす るといえよ う。 ヴ ィジュアル ・デザ イ ンの領域 にお ける視覚形成
の役割 は,ま さにこの よ うな点 にあ り,visualdesignerが成立 す るため の根
本的 な基盤 はそ こに築 かれ るとい えよ う。したが って,新 しい状 況 においてVIS-
ualdesignの領 域 が充分 な効 力を発揮 しうるため には,よ り開 かれたdynamic
な関係構 造 を把握 す るための,記 号的媒 体 としての新 しい光e運 動 によ る形成
手段 を,さ らに現 代的 な技衙 を導入 す ること によ り創造 して行 かねば ならない
だ ろ う。
ここにいた って,新 しく追求 しなければ な らない課題 が,わ れ われの前 に必然
的 に明 らか にされ る。Nic。lasSchSffer.のchronodynamismからもすで に暗
示 されて い るよ うに,情 報理 論 と情報処理装 置 と してのcomputerの導 入 によ
る,動 的 な光形 成の新 しい手段 の開発で あ る。c。mputer自体 はすで に,現 代
の社会構 造 をます ます ・dynamicに展 開 させ る もの と して存在 してい るδ そ こ
にはdynamicな社会構 造への無限 の可能 性 が潜 んで い るといえよ う。このc。m-
puterを導入 す るこ とに より,動 的 な新 しい形成 手段 を開 発 し,そ れを記 号的
媒体 と して,未 来の生活空間 を志 向す るよ り開 かれたdynamicな関 係 構 造 を,
われわれ は把握 しなければな らないので ある。 それを達 成 しては じめて,VIS11-
aldesignはも ちろん,他 の .designの諸領域 もその個 々の活動 において,創
造的 な生 活のた めの新 しい生活空 間の実現 に対 し,充 分 な成果 をお さめ るこ と
がで き るので あ る。
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こ の よ う なcomputer介 在 の 形 成 手 段 を 着 実 に 実 現 し て い く た め に は,一 方 で
は す で に 活 動 を は じ め て い る'情報 美 学 の 領 域 か ら の 吟 味 と並 行 して,他 方 で 現
代 の 科 学 技 術 を 駆 使 す る こ と に よ っ て,computerの 時 空 間 的 形 成 の た め の 端
末 機 器 の 積 極 的 な 開 発 が 必 要 と な ろ う。 こ の 実 現 を 可 能 に す る た め に は,visual
designにお け る視 覚 形 成 の 領 域 は,従 来 の 閉 鎖 的 活 動 を 脱 却 し,そ の 周 辺 領
域 の 協 力 を 積 極 的 に 促 し,開 か れ た 新 し い 活 勲 へ と 押 し 進 め て い か ね ば な ら な
い 。 こ の こ と は,光 と 運 動 を 扱 うす べ て の 形 成 領 域 の 現 代 的 課 題 と い え よ う。
註
L.Moholy-NagyとNicolasSchSfferの引用 文 中 で,文 中 に文献 名 の 呈示 され て
い な い もの は,そ れ ぞ れL.Moholy-Nagy"MalereiFotografieFilm"1927,N.
Schδffer"Thethreestagesofdynamicsculpture"であ る。
*機 能 的 セ ンス;参 考文 献15"記 号 と機 能 的 セ ンス"を 参 照 の こ と。
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